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　ブドウ生産者は県オリジナル新品種の登場を以前より待ち望んでいました。
　愛知県農業総合試験場園芸研究部落葉果樹研究室が2014年に交配し、2021年に一次選抜
した赤系新系統について、県内６カ所で現地適応性試験が開始され、豊橋でも取り組まれ
ることになりました。４月25日、試験場の職員が、新たな赤系ブドウ２系統をシャインマ
スカットの緑枝に接木しました。試験園の園主だけでなく、関心を持ったＪＡ豊橋ぶどう
部会員が集まり、接木の様子を興味深く見学していました。
　見学に参加した部会長は「待望の県オリジナル品種。果実の着果を部会全体で見守りた
い。」と話していました。

今月の管内農業情報  （ 東三河農業改良普及課 ）

５月の農業情報

期待大！県育成ブドウ新系統の現地適応性試験がスタート

[2023年５月31日]

令和5年４月25日（火）

JA豊橋ぶどう部会員ハウスほ場　（豊橋市）

ＪＡ豊橋　ぶどう部会　（51名）

高い関心を持って接木を見学する生産者


